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な
ど
に
よ
っ
て
避
難
場
所
も
異

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
日

頃
か
ら
複
数
の
避
難
場
所
を
家

庭
や
地
域
で
確
認
し
て
お
く
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
。

質�

問
…
災
害
時
、停
電
に
な
る
と
、

避
難
所
や
避
難
経
路
が
わ
か
ら

い
、
特
に
、
観
光
客
は
ど
こ
に

逃
げ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
状
況
に
な
る
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

部�

長
…
大
規
模
停
電
時
に
は
、
市

を
初
め
と
し
て
、
地
域
の
自
主

防
災
組
織
、
消
防
、
消
防
団
、

警
察
な
ど
関
係
機
関
等
が
連
携

を
し
て
避
難
者
の
安
全
確
保
を

行
い
な
が
ら
誘
導
を
し
て
い

く
。
ま
た
、
停
電
時
で
も
長
時

間
光
り
続
け
る
蓄
光
型
避
難
誘

導
標
識
の
導
入
も
今
後
、調
査・

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質�

問
…
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
子

供
た
ち
を
預
か
っ
て
い
る
施
設

を
含
め
、
災
害
時
の
避
難
ル
ー

ト
・
方
法
を
、
ど
の
よ
う
に
市

民
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

部�

長
…
現
在
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
等
に
避
難
場
所
、
避
難

方
向
、
ル
ー
ト
に
つ
い
て
掲
載

し
て
お
り
、
併
せ
て
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
マ
ッ
プ
な
ど

に
も
掲
載
す
る
ほ
か
、
広
報
か

ま
く
ら
特
集
号
、
あ
る
い
は
地

域
で
開
催
さ
れ
る
防
災
講
話
、

防
災
訓
練
に
市
の
職
員
が
出
向

い
た
際
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

�

（
防
災
安
全
部
）

【
防
災
教
育
】

質�

問
…
沿
岸
地
域
に
お
け
る
小
・

中
学
校
の
防
災
教
育
は
何
ら
か

の
実
践
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。

部�
長
…
特
に
沿
岸
部
の
第
一
小
、

御
成
小
、
第
二
小
、
腰
越
小
、

腰
越
中
は
、
高
台
を
二
次
避
難

場
所
と
し
て
確
保
し
、
避
難
経

路
等
を
確
認
す
る
た
め
に
避
難

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

質�

問
…
高
齢
化
が
進
む
鎌
倉
で
、

高
齢
者
等
を
手
助
け
す
る
と
い

う
意
味
で
、
中
学
生
は
力
強
い

存
在
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
。中
学
生
の
防
災
教
育
は
、

よ
り
共
助
の
視
点
を
加
味
し
た

考
え
方
を
も
っ
て
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

部�

長
…
本
市
と
し
て
も
、
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
自
助

の
精
神
に
つ
い
て
は
、
防
災
教

育
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
。
共
助
の
部
分
で
は
、
中
学

生
の
自
分
に
ど
ん
な
こ
と
が
で

き
る
の
か
考
え
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
も
大
切
か
と
思
う
。
災
害

時
に
幼
い
子
、
高
齢
者
な
ど
を

助
け
な
が
ら
避
難
す
る
こ
と
も

十
分
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
教
育
の
中
で
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
取
り
入
れ
な
が
ら
防

災
教
育
を
考
え
て
い
き
た
い
。

�

（
教
育
総
務
部
）

一般質問とは、市の一般事務や市が抱える課題等について
市長などにただすもので、
９月定例会では17人の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で抜粋し、事項別に整理した一部の内
容を掲載しています。

一般質問の全文は、11月下旬作成予定の本会議録を
図書館や鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索シ
ステム」でご覧ください。

千　　　一……�「重度訪問介護について」「江ノ電七里ガ浜駅のバリアフリー化について」「災害時
の姉妹都市の連携についてのその後」「認知症の方のショートステイの現状とこれ
からについて」「鎌倉市の移動支援への30時間をもっと時間を多く色々なことに使
えるように」

渡辺　　隆……「鎌倉市の防災について」「和賀江嶋の保全について」
西岡　幸子……「生存権と生活保障」
松中　健治……「鎌倉のまちづくり」「鎌倉の町の姿について」
長嶋　竜弘……「『いじめ防止プログラム』と『スクール・バディ』について」「被災者の支援につ
　　　　　　　 いて」「３・11の震災から学ぶ鎌倉の防災について」
吉岡　和江……「福祉の充実について」
中澤　克之……「防災について」「子どもの環境について」
高野　洋一……「津波対策について」「生涯学習の核としての図書館運営について」
三宅　真里……「鎌倉市の防災対策について」「将来を見据えたごみ処理政策について」
久坂くにえ……「学校における防災対策について」
太田　治代……「事業評価の在り方について」
納所　輝次……「鎌倉市におけるＰＲＥ（公的不動産）戦略について」
石川　敦子……「改正介護保険法の視点と鎌倉市の課題」
岡田　和則……「まちづくり」「鎌倉市職員給与について」
渡邊昌一郎……「平成23年度鎌倉市青少年国際交流事業について」
　　　　　　　「観光資源ネットワーク構築及び着地型観光商品開発等にかかる支援業務について」
前川　綾子……「鎌倉市の障害児支援事業について」
飯野　眞毅……「災害対策について」「子どもの居場所について」「ごみ行政について」

一般
質問

　

鎌
倉
市
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
災
害
時
の
支
援
】

質�

問
…
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
方
々
に
鎌
倉
市

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
る
の
か
。

部�

長
…
市
職
員
の
被
災
地
へ
の
派

遣
、
支
援
物
資
の
受
け
付
け
・

現
地
へ
の
送
付
、
避
難
所
の
設

置
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市

費
と
救
援
募
金
に
よ
り
、
住
宅

提
供
支
援
、
生
活
支
援
、
就
労

支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
特
に

鎌
倉
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
住
宅
入
居
支
度

金
、
生
活
支
援
金
、
住
宅
家
賃
、

駐
車
場
賃
料
な
ど
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

質�

問
…
鎌
倉
市
と
し
て
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
災
害

基
金
の
よ
う
な
も
の
を
つ

く
っ
て
は
み
て
は
ど
う
か
。

部�

長
…
大
災
害
が
発
生
し
た
際
に

素
早
い
対
応
を
行
う
た
め
に
、

災
害
支
援
対
策
基
金
と
い
う
の

も
一
つ
の
方
策
だ
と
考
え
る
。

今
後
の
検
討
課
題
に
し
た
い
。

�

（
健
康
福
祉
部
・
防
災
安
全
部
）

【
避
難
訓
練
】

質�

問
…
災
害
時
、
鎌
倉
市
で
指
定

し
た
避
難
場
所
に
逃
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
質

問
を
よ
く
聞
く
が
ど
う
な
の
か
。

部�

長
…
災
害
の
種
別
・
規
模
、
住

ん
で
い
る
場
所
、
被
害
の
状
況

避難場所の案内等

行
財
政
改
革

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
視
点
か
ら
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
事
業
評
価
の
在
り
方
】

質�

問
…
今
年
の
市
民
事
業
評
価

（
鎌
倉
市
版
事
業
仕
分
け
）
は

委
託
せ
ず
、
市
民
討
議
人
が
事

業
の
目
的
や
手
法
を
質
問
し
、

討
議
す
る
方
式
と
し
た
。
討
議

人
の
選
定
方
法
を
伺
い
た
い
。

部�

長
…
昨
年
度
の
仕
分
け
人
の
う

ち
希
望
者
10
名
と
、
応
募
者
か

ら
無
作
為
抽
選
に
よ
り
、
新
規

の
討
議
人
９
名
を
選
定
し
た
。

質�

問
…
評
価
対
象
事
業
は
ど
の
よ

う
に
選
定
し
た
か
。

部�

長
…
選
定
委
員
会
で
検
討
し
て

９
事
業
を
選
定
し
た
。
加
え
て

１
事
業
に
つ
い
て
は
模
擬
評

価
を
実
施
し
た
。

質�

問
…
今
後
の
事
業
評
価
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

市�

長
…
本
市
の
行
財
政
改
革
を
進

め
る
た
め
に
は
、
大
変
有
効
な

手
法
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
議
会
や
市
民

の
方
々
か
ら
指
摘
を
い
た
だ
い

て
い
る
点
を
検
証
し
、
よ
り
効

果
的
な
制
度
と
し
て
機
能
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
Ｐ
Ｒ
Ｅ
戦
略
】

質�

問
…
本
市
の
公
共
建
築
物
も
、

建
築
後
30
年
以
上
経
過
す
る

施
設
が
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、

公
共
建
築
物
の
維
持
・
保
全
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
、
そ

の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

部�

長
…
平
成
22
年
度
に
基
礎
調
査

を
行
い
、
平
成
24
年
度
か
ら
の

運
用
を
目
指
し
て
、
現
在
シ
ス

テ
ム
構
築
の
発
注
準
備
を
進

め
て
い
る
。

質�

問
…
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
今
後
、
年
少
者
向
け
施
設

や
高
齢
者
向
け
施
設
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が

出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
公

共
施
設
の
配
置
計
画
の
策
定

は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

部�

長
…
今
年
度
策
定
す
る
公
共
施

設
の
運
営
白
書
を
も
と
に
、
来

年
度
具
体
的
な
配
置
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

質�

問
…
市
所
有
の
施
設
の
耐
震
化

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

部�

長
…
全
体
の
約
63
％
の
建
物
が

耐
震
化
さ
れ
て
お
り
、
学
校
の

校
舎
・
体
育
館
は
、
改
築
計
画

の
あ
る
大
船
中
学
校
を
除
き
、

昨
年
度
す
べ
て
の
耐
震
化
が

終
了
し
て
い
る
。

　

�　
学
校
以
外
の
建
物
は
約
44
％

が
耐
震
化
さ
れ
て
い
る
が
、
平

成
27
年
度
を
目
標
に
耐
震
診

断
を
終
わ
ら
せ
、
順
次
、
耐
震

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質�

問
…
現
在
見
直
し
作
業
中
で
あ

る
鎌
倉
市
総
合
計
画
後
期
実

施
計
画
に
お
い
て
、
※
Ｐ
Ｒ
Ｅ

戦
略
の
考
え
方
を
位
置
付
け

る
考
え
は
あ
る
か
。

部�

長
…
Ｐ
Ｒ
Ｅ
戦
略
の
前
段
と
し

て
ま
ず
※
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
中
期
実
施
計
画

で
実
施
し
、
こ
れ
と
共
に
Ｐ
Ｒ

Ｅ
戦
略
の
方
向
性
は
、
今
後
の

行
政
運
営
に
と
っ
て
重
要
な
も

の
と
考
え
、
後
期
実
施
計
画
に

位
置
付
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

�

（
経
営
企
画
部
）

【
職
員
給
料
】

質�

問
…
本
市
職
員
の
平
均
年
齢
と

給
料
の
全
国
順
位
と
の
関
係
は
。

部�

長
…
全
職
員
の
平
均
年
齢
は

44
・
１
歳
、
平
均
給
料
は
34
万

７
千
円
で
、
全
国
の
県
と
政
令

市
を
除
く
１
７
３
１
団
体
中
、

平
均
年
齢
は
４
６
０
番
目
、
平

均
給
料
は
73
番
目
で
あ
る
。

質�

問
…
本
市
の
※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
い
く
つ
で
あ
る
か
。

部�

長
…
平
成
22
年
は
１
０
２
・
６

で
、
政
令
市
を
除
く
県
内
市
町

村
で
３
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

質�

問
…
平
均
年
齢
と
給
料
の
全
国

順
位
の
一
致
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
の
是
正
な
ど
、
今
後
ど
の

よ
う
な
指
標
や
基
準
で
給
料

の
適
正
化
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

部�

長
…
給
料
は
、
年
齢
だ
け
で
な

く
、
学
歴
や
経
験
年
数
、
職
務・

職
責
等
が
支
給
額
に
反
映
さ

れ
、
ま
た
団
体
の
規
模
、
組
織
、

職
員
構
成
等
の
状
況
が
異
な
る

た
め
、
平
均
年
齢
と
給
料
が
相

関
関
係
を
示
す
と
は
必
ず
し
も

い
え
な
い
。
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
も
、
団
体
の
規
模
に
よ
り
、

組
織
、
階
級
の
構
成
等
が
異
な

り
、
指
数
が
１
０
０
を
上
下
す

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
指
標
類
を
参
考
に

し
、
情
勢
適
応
の
原
則
、
職
務

給
の
原
則
、
均
衡
の
原
則
に
照

ら
し
、総
合
的
に
検
証
し
た
い
。

�

（
総
務
部
）

【
観
光
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

及
び
着
地
型
観
光
商
品
開
発
事
業
】

質�

問
…
こ
の
事
業
の
目
的
と
内
容

は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

部�

長
…
県
が
雇
用
機
会
を
つ
く
り

出
す
た
め
に
創
設
し
た
ふ
る

さ
と
再
生
雇
用
特
別
基
金
を

活
用
し
、
鎌
倉
の
新
し
い
観
光

の
魅
力
の
把
握
、
観
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
こ
れ
ら
を
生

か
し
た
※
着
地
型
観
光
商
品
の

開
発
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

質�

問
…
２
カ
年
で
５
千
万
円
以
上

の
国
の
全
額
補
助
金
事
業
で

あ
る
が
、
コ
ス
ト
と
効
果
を
含

め
、
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

市�

長
…
鎌
倉
の
観
光
に
と
っ
て
着

地
型
観
光
商
品
の
開
発
は
重

要
な
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
事

業
内
容
や
委
託
金
額
は
精
査

し
て
お
り
、
無
駄
遣
い
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
十

分
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
成
果

を
、
鎌
倉
の
観
光
振
興
に
役
立

て
て
い
き
た
い
。

�

（
市
民
経
済
部
）

鎌
倉
市
の
防
災
対
策
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
Ｅ
戦
略

　

国
や
地
方
自
治
体
が
所
有
す

る
不
動
産
を
戦
略
的
な
観
点
か

ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、「
長
期

的
」
や
「
全
体
最
適
」
な
ど
の

視
点
に
基
づ
き
そ
の
所
有
・
利

用
形
態
を
合
理
化
す
る
戦
略
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

地
方
自
治
体
で
は
、
公
の
施

設
の
管
理
運
営
を
総
合
的
に
企

用
語
の
解
説

画
、
管
理
、
活
用
す
る
経
営
活

動
を
い
う
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

　

国
家
公
務
員
の
給
料
月
額
を

１
０
０
と
し
て
、
地
方
公
務
員

の
給
料
月
額
が
、
国
家
公
務
員

（
同
等
の
職
種
・
経
歴
に
相
当
）

と
比
べ
て
ど
の
程
度
差
が
あ
る

か
算
出
し
た
指
数
。

着
地
型
観
光

　

観
光
地
側
の
推
奨
す
る
観
光

資
源
を
も
と
に
、
ツ
ア
ー
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
運
営

す
る
観
光
形
態
。


